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蓮華では、利用者さん達から習う歌や言葉をお茶を飲みながらの話題にする事が良くあります。その中に「青葉茂れる桜井の～♪」という歌があります。これは80歳以上の方の100%に近い方々が知っている歌です。お手玉をした時にお年寄りが口ずさんだ歌です。それは何で
すか？と聞くとスラスラと歌詞が出て来ます。ほとんどの皆さんが歌われました。中には「私は小学校時代にこの歌で劇をしたどぉ-。」と話される方もありました。
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又、珍しい言葉では「博労」という言葉がありました。「あんバクロどんは元気じゃっどかい？」と、突然しゃべられた事が最初です。その突然の方が「『バクユ』とも『バクヨ』とも言う。馬や牛の仲買いをする人です!!」とシャキッと話されるのにもビックリ。国語辞典を調べると確かにあった！鹿児島弁ではなく共通弁(?!)なんだと私たちは分りました。お年寄りが主体的に言葉を説明する時や自分を表現する時は生き生きされます。そうした充実した場面を増やして行こうとスタッフは頑張っています。今、利用者さん達からは「ここ（蓮華）に一生おるからね。」「ここは良かとこ」と嬉しい言葉を頂いています。
先程の突然の人が「あんバクヨどんはヨカニセじゃったどォ」とニコッとされると皆さんやスタッフの笑いとなります。（文責：江藤卓朗）
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今年度は事業所開設1周年という事で、秋に大規模な講演会を企画しております。日程等現段階でお知らせ出来る事のみ下記に記載しております。夏ごろには詳細のチラシ・申込方法等お知らせ出来る事と思いますので楽しみに、日程のみ空けておいて頂ければ幸いです。
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4月29日。とても天気の良い日、近くの公園へつつじを見に行きました。おやつを持って、つつじを見ながら戸外で食べたら、気分がうきうき。思わず踊り出してしまいました。


5月の壁面は、皆さんでこいのぼりの貼り絵を共同製作しました。季節ごとに壁面の飾りも変わっていきます。6月はあじさいです。皆さんの力作を見にいらっしゃいませんか？



　5月11日は羽島サンセットパークへドライブに行きました。この日のメンバーの中に、若い頃羽島小学校に勤務していたという方がおられ、「あの島へは良く舟で行って1日
遊んだのよ。」と昔を懐かしんでおられました。



5月18日は蓮華の畑でじゃがいもの収穫をしました。思いのほか大きくなっていて皆さん大感激でした。その日のおやつはふかしじゃがいも。塩味だけで「おいしいね！」といただきました。
現在はトマト・なす・かぼちゃ・オクラ・ピーマン・ししとう・きゅうりが植えられています。お年寄りが草取りなども手伝って下さいます。

次の収穫が楽しみです。

5月31日に避難訓練をしました。

消防署の方に事前にお願いをして来て頂きました。予定時間の少し前、蓮華の駐車場に赤い消防車がとまりました。スタッフ始め皆さん何だかどきどきわくわく。予定時間になると台所から出火したという想定で訓練を始めました。消防署の方から講評を頂き、正しい消火器の使い方のご指導を頂いて、水の入った水消火器で消火訓練まで行いました。
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代表　江藤　　卓朗
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特定非営利活動法人（NPO法人）　　　　　　　　れ　ん　げ
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お年寄りの口からポロっと出た歌・言葉
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第2宅老所よりあい所長





生活とリハビリ研究所所長
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日時：2011年11月20日（日）


場所：いちき串木野市市民文化ホール


10：00～　三好春樹氏　講演





13：00～　村瀬孝生氏　講演





15：00～　パネルディスカッション


　　　村瀬　孝生氏（第2宅老所よりあい所長）


　　　中迎　聡子氏（宅老所いろ葉所長）


　　　江藤　卓朗（デイサ―ビス蓮華代表）








　　　桜井の決別（大楠公）


　　青葉茂れる桜井の


　　里のあたりの夕間暮れ


　　この下陰に駒止めて


　　世の行く末を　つくづくと


　　しのぶ鎧のそでの上に


　　散るは涙かはた露か








